
《釧路公立大学生のバーナビー市訪問記》

こみち　留学したいと思ったきっかけは？ま
た、バーナビー市について知っていましたか？
阿部さん　小学生の頃にK-POPに興味を持った
ことをきっかけに、海外の文化や暮らしについ
て深く知りたいと思うようになりました。バー
ナビー市については今回のお話をいただいた際
に初めて知りました。
乾さん　ホテルへの就職を視野に入れ、英語を
学びたいと思ったのがきっかけです。私はアイ
スホッケーをしていて、昨年釧路市にバーナビ
ー市から高校生のホッケーチームが来たことで
バーナビー市が釧路市の姉妹都市であることを
知りました。
西崎さん　高校生の時から海外に留学したいと
思っていたので、留学制度のある釧路公立大学
に進学しました。バーナビー市が姉妹都市であ
ることは、留学の募集案内を見て知りました。
　３つの大学が協定を結んでいるのは知りませ
んでした。
こみち　バーナビー市を訪問して、第一印象は
どうでしたか？
乾さん　大学の近くから乗った路線バスの車窓
から見るバーナビー市は、街並みがとてもきれ
いだと感じました。
阿部さん　私は全部で５回以上訪問しました

が、第一印象は、自然が多いと感じました。
西崎さん　街を歩いている人を見て、アジアの
方が多い印象でした。
こみち　カナダは多文化共生が進んでおり、バ
ーナビー市も市民の半数以上が海外にルーツを
持つ人だそうです。ところで、バーナビー市の
どこを訪問しましたか？
乾さん　１回目は市役所前の「釧路ガーデン」
に行き、２回目はバーナビーマウンテンにある
「釧路パーク」に行きました。３回目は「日系
文化センター・博物館（以下、日系文化センタ
ー）」を訪問しました。
西崎さん　「釧路パーク」の前は花壇になって
いて、看板前で記念写真を撮りました。阿寒湖
畔のアイヌ工芸作家が建てたカムイミンタラと
いう巨大な彫刻があり、阿寒湖のアイヌコタン
にある彫刻と太平洋を隔てて向かい合っている
ことを初めて知りました。
阿部さん　「釧路パーク」から見た景色や澄ん
だ空気がとても印象に残っています。
こみち　日系文化センターを訪問した時のこと
を聞かせてください。
西崎さん　移民としてカナダで生活してきた日
本人にまつわる歴史の展示のほかに、日本文化
の「金継ぎ」のワークショップが行われていて、

自分も詳しく知らないような、日本の伝統文化
が海外で継承されていることに驚きました。ま
た、カナダに移住した日系人への深刻な問題が
あったことを知りました。
阿部さん　日系文化センターの展示で、現地に
根付いた日系コミュニティが歩んできた背景を
知る貴重な機会となりました。折り紙や切り絵
のワークショップに、アシスタントとして参加
させていただいたことが印象に残っています。
こみち　日系文化センターの横にある「釧路レ
ーン」（釧路のこみち）には行きましたか？
乾さん　職員の方の案内で、釧路レーンの石碑
の前で写真を撮ってきました。姉妹都市提携
60周年を記念して新たに命名された道と知っ
て驚いています。　
こみち　今回のバーナビー市訪問は、釧路市と
のつながりを感じる機会になりましたか？
西崎さん　バーナビー市に来なければ、日本の
伝統文化や「釧路」を感じることはなかったと
思います。釧路市とは距離もありますが、姉妹
都市であることを大切にしてくれていることが
伝わりました。
乾さん　留学中にホームシックになったのです
が、近くに姉妹都市があり、「釧路」の名前が
付いた場所や日系文化センターがあることで、

少しほっとしたのを覚えています。
こみち　留学中、最も印象深かったこと、楽し
かったことを教えてください。
乾さん　大学でできた友人と一緒に、ウィスラ
ーに２泊３日のスキー旅行に出掛けたことや、
ホストファミリーの家で一緒に寝泊まりしたこ
とが一生の思い出です。今でも友人らと連絡を
取り合っています。
阿部さん　カナダは多文化共生の国であるとい
う印象が強く残りました。バーナビー市でも日
系文化センターの近くに日系人向けの老人ホー
ムがありましたが、少し道を進むと、さまざま
な人種の方々が暮らしており、自然に共存して
いる社会だと感じました。　

こみち　今後派遣される留学生へのアドバイス
はありますか？
西崎さん　いろんな人に話しかけて、コミュニ
ケーションを取れば、いろんなことを学べると
思います。バーナビー市に行けば釧路市とのつ
ながりを感じることができると思いますので、
ぜひ訪問してほしいです。
阿部さん　言葉や文化の違いに不安を感じるこ
ともあると思いますが、自分から一歩踏み出し
てみる行動が大切だと思います。人とのつなが
りや忘れられない経験ができました。
こみち　最後に、これからどのような姉妹都市
交流があれば良いと思いますか？アイデアをお
願いします。

３人の留学生が姉妹都市について、
知ったこと、感じたこと。
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西崎さん　日系文化センターの中に、日本の食
べ物などが売っているコンビニがありました。
　人の往来が難しい場合でも、物産交流などで
お互いの街の物産が手に入れば、姉妹都市の関
係を身近に感じることができるのではないでし
ょうか？
乾さん　留学しないと得られない経験が多くあ
ると感じました。海外の友人ができたこともそ
の一つです。釧路市と離れているので、難しい
かもしれませんが、相互訪問交流をして顔を合
わせることが大切だと思います。
こみち　貴重な体験談をお聞かせいただきあり
がとうございました。

問合先　市役所市民協働推進課（M31-4503）
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　釧路市とカナダ・バーナビー市

は2025（令和７）年９月、姉妹

都市提携60周年を迎えました。

　姉妹都市の縁で釧路公立大学

とサイモンフレーザー大学（バー

ナビー市）、キャピラノ大学（バン

クーバー市）は姉妹校提携を結ん

でおり、毎年９月から４カ月間、釧

路公立大学の３人の学生が、キャ

ピラノ大学に短期留学してい

ます。

　今回は、姉妹都市提携60周年

記念の一環として留学中に阿部

さん、乾さん、西崎さんにバーナ

ビー市を訪問してもらい、姉妹都

市について知ったこと、感じたこ

と等を語っていただきました。

　インタビュアーは、「バーナビー

のこみち」の看板キャラクター

「こみちちゃん」です。
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